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令和 4 年度事業報告書 
みどり坂地区社会福祉協議会 

 
１ 長期計画に取り組む基盤づくり 
２ 地域住民の関心醸成や活動参画 
３ ICT 環境の新設と拡充によるオンライン活用 
４ ニューズレターの発刊に向けて 
５ 防災体制の構築に向けて 
６ 会議 
 
 
１ 長期計画に取り組む基盤づくり 

本年度は、3 つの支援事業助成金を得て、みどり坂地区社会福祉協議会（以下、社協）
が長期的な課題に取り組むための基盤づくりをすることができた。 
(ア) 地区社協活動拠点づくり応援助成事業（1 年・新規のみ） 

オフィス家具や、OA 機器を購入し、社協事務室の整備をした。 
(イ) 地域団体連携支援基金事業助成金 テーマ： 「ICT 環境の新設と拡充によるオンラ

イン活用」急速に進展する少子高齢化を見据えて、従来の対面式に加えて、オンラ
インによる情報発信・受信や、交流を図る取組に着手した。瀬野川東包括支援セン
ター、みどり坂町内会、ひまわり会、母親クラブ、親子会等と連携して実施するオ
ンライン活用のための必要機器を購入した。 

(ウ) 福祉のまちづくりプラン策定支援事業助成（2 年間） 
住民のニーズを把握するとともに、まちづくりに対する関心の醸成を図る取組に 
着手した。 

 
２ 地域住民のニーズの把握とまちづくりへの関心醸成  

瀬野川東地域包括支援センターと協力して行っている、「元気づくりセミナー」（月 1
回）の 2 回分を使って、まちづくりの主要なテーマである「場つくり」と「見守り」に
ついて、抗議を行った。重要性と先駆的な例を講義の中で示し、その後、グループに分
かれ、みどり坂に導入したいモデルについてディスカッション、発表を行った。 

「場つくり」については、母親クラブの会合でも同様の方法で行い、子育て世代の意
見集約を行った。 

 
３ 「ICT 環境の新設と拡充によるオンライン活用」 

「元気づくりセミナー」にリモートで参加する希望者を募り、zoom を使って、オン
ライン配信の実証実験を 3 回行った。実証実験を通して見つかった課題を改善しなが
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ら取り組んだ。また、社協内や、団体間の会議や打ち合わせにオンライン会議を取り入
れた。移動や、会場設定などに係る時間の短縮できた。 

 
４ ニューズレター発行に向けて 

みどり坂団地は、入居が始まってから 25 年経つ。 「みどり坂の過去・現在・未来」に
焦点を当てた記事を定期的に発行し、冊子化することを目指している。本年度は、編集
委員会を立ち上げ、編集方針について、議論した。これまでの歩みを理解するために、
初代の町内会長など、まちづくりに形成にきた人々の経験と今後の展望についてイン
タビューを行った。 

 
５ 防災体制の構築にむけて 

災害が多発し、激甚化している昨今では、「防災」も重要なテーマの一つである。町
内会と共催で防災フェアを行った。社協の担当部分では、「スマホを使った安否確認シ
ステム」の開発者を講師に招き、実際に使ってみた。その経験をもとに、災害時に直面
する困難に対して、どのように支援できるかについてアンケート調査を行った。 

 
６ 会議について 

社協のメンバー全員参加による役員会 
第 1 回： 令和 4 年 5 月 22 日 
第 2 回： 令和 5 年 3 月 26 日 

 
執行部会： 

第１回：令和 ４ 年 ４ 月 １７ 日      
第２回：令和 ４ 年 ６ 月 ２６ 日    
第３回：令和 ４ 年 ７ 月 ２４ 日    
第４回：令和 ４ 年 ９ 月 ２４ 日    
第５回：令和 ４ 年１２ 月 １０ 日    
第６回：令和 ５ 年 ２ 月 １８ 日    
第 7 回：令和 5 年 3 月 18 日 
 
 

以上 


